
第7回 「地方都市の魅力向上－立地適正化計画」講習会 開催報告
日時：令和４年8月4日（木）１５：００～１８：４０
場所：Zoomミーティング
講師：外尾一則（佐賀大学名誉教授，北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科研究協力者）
参加者：唐津市都市計画課５名，松野尾仁美（九州産業大学・准教授），永家忠司（大分高専・准教
授），猪八重拓郎（佐賀大学・准教授）

＜報告＞

第７回講習会においては，まず空家対策特別措置法の概要について解
説がなされ，さらに市街地類型ごとの空家，空地の発生状況とその特徴
について説明がなされました．さらに，低・未利用地の利活用に関する
制度の概要やその中での市町村の役割の重要性についてお話がありまし
た．また，空家・空地バンク等の先行事例を基にその事業スキームや官
民一体のプラットフォーム構築のイメージなど，低・未利用地の利活用
の促進に向けた枠組みの考え方についてお話がありました．

文責：猪八重拓郎（佐賀大学理工学部，E-mail: d3236@cc.saga-u.ac.jp）



第７回
低未利用地（空き家・空き地）政策の方向
ー立地適正化計画の視点より

１．空き家の増加ーその程度は？その要因は？

２．空き家対策特別措置法の制定

３．空き地の増加ーその程度は？その要因は？都市の何処に？

４．代表的な市街地類型別の空き家、空き地の発生状況

５．低未利用地対策の方針ー国土審議会土地政策分科会

６．国土審議会土地政策分科会の方針

• 土地政策の新たな方向性２０１６

• 空地等の新たな活用に対する検討会とりまとめ概要

７．低・未利用地の利活用に関する制度



８．空き家・空き地の情報公開に関する課題

• 自治体が情報のマッチングを直接実施する先行事例

• 官民一体のプラットフォーム

９．低・未利用地（空き家、空き地）の利活用の可能性拡大

• 地域のコモンズ

• 暫定利用

• 低未利用土地利用促進協定

１０．空き地等の活用促進のプラットフォーム

■資料作成者、連絡先

• 外尾一則；佐賀大学名誉教授、北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科研究協力者

• メールアドレス; kazu1948nori@gmail.com



（出典）濱中将樹「人口減少時代におけるグリーンインフラの
活用方策について」名古屋都市センター研究報告書
No.131 2018.3

（出典）守谷 修「イギリス・リバプール市における低未利用
地の緑地的活用施策の現状に関する考察」日本都市計
画学会 都市計画論文集 Vol.55 No.3, 2020 年 10 月

（出典）伊藤 夏樹、多田 智和、石井 義之「低未利用ストックの利活用促進
に向けた地域マネジメント手法に関する調査研究（2019 年度研究報
告）」国土交通政策研究所報第 77・78 号 2020 年夏・秋季

人口減少時代は、都市計画において成長時代に看過した課題に取り組むチャンスを迎えた
と捉えることもできる。
• グリーンインフラの概念によって、従来特に都市インフラ概念に欠けていた自然環境
（緑地・農地等）の要素を組みいれ、公共インフラの実現に市民や民間組織の参加の
道を開くという新しい方式を生み出すことになると考えられる。

• 個々の権利者では解決できない空き家・空地問題に対して、多くの主体が関与する公
共的仕組みとして地域マネジメントの構築が広がってきており、ミクロな都市計画の
実施・管理手段として一般化することが期待できる。

（参考）低・未利用地の利活用の促進に向けた枠組みの考え方

作成；永家（大分高専准教授）
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